新潟で韓国・北朝鮮の小説を読む会(2010.5.23)山田佳子
윤성희 「이어달리기」
(『내일을 여는 작가』2007여름호)
◇作家について

1973年　京畿道水原に生まれる。
清州大哲学科・ソウル芸大文芸創作科卒業。
1999年　東亜日報新春文芸短編小説部門に「레고로 만든 집」が入選して登壇。
2002年　「어린이 암산왕」「누군가 문을 두드리다」「거기, 당신?」
「그 남자의 책198쪽」

2003年　「길」「봉자네 분식집」「고독과 의무」「만년 소년」
2004年  「잘 가, 또 보자」「유턴지점에 보물지도를 묻다」
2005年　「유턴지점에 보물지도를 묻다」(『창작과비평』2004夏号)で現代文学賞受賞。
2005年　「거기, 당신?」(『창작과비평』2002夏号)で올해의 예술상受賞。
2007年　「하다 만 말」で이수文学賞受賞。
2007年　「이어달리기」が黄順元文学賞の候補に入る。
2010年　「매일매일 초승달」が李箱文学賞優秀作に選ばれる。
（소매치기 세 자매를 통해 그려낸 상처와 치유의 가족사）
小説集『레고로 만든 집』(2001)、『거기, 당신?』(2004)、『감기』(2007)など
◇作品の概要
高速道路から転落したバスの車体を持ち上げて負傷者を救出した（あり得ない設定）４人姉妹（事故はテレビでも報道された）の母で、市場でクッパ屋を営む「彼女」のもとへ記者とカメラマンが取材に訪れる。取材のきっかけはバスの事故なのだが、取材対象は「彼女」だった。娘たちを引き立てようとするあまり、「彼女」は自分の過去と、一家の道のりを負の部分も含めて暴露してしまうが、あくまでプラス思考の「彼女」の語りは記者とカメラマンを自らのペースに巻き込んでいく。何世代にもわたってリレーされてきたまな板をめぐるエピソードが彼女の話に重みを与える一方、日常の何気ない話として読ませもする。
◇「彼女」が記者に語ったこと（以下○印の番号は段落を表し、○は( )内の文章を抜き出した）
①まな板、13号の店主
・まな板はかなり古いものだ。（真ん中が凹んだまな板が撮影される）
・まな板は譲り受けたときすでに端が欠け、ニンニクの臭いが染み付いていた。

○インタビュー記事が掲載された日、クッパが325杯売れた
・ケチな13号の店主がなぜ親切にしてくれたのかわからない。

○その理由がわかったら13号の店主の胃で進行していた癌の細胞に感謝すべきだったろう。
・まな板を譲り受けてから店が繁盛し始めた。（包丁を載せたまな板が撮影される）
○後日、記者が訪れて再びまな板が撮影される。それはずっと後のことだ。2055年頃。２つに割れたまな板が新聞の１面を飾ることだろう
②事故のこと、「彼女」の夫は亡くなっていること、４人の娘の現況
○コンビニの倉庫で夜通し四女のコートのポケットの中のケータイが鳴っていた
○彼女は60過ぎまで生きるが４人の娘をみな結婚させることはできない。だが３度も結婚した娘のおかげで結果的には結婚式を４度挙げる。

○四女はときどき自分が女になりたいのか、男になりたいのかわからなくなった。

③長女のこと
・長女は風邪をひきやすいため、毎日もやしクッパを食べさせた。
○夫婦喧嘩が続いていたら彼女の夫はそんなに早く死ななかったかもしれない。夫の体には１週間に１度以上喧嘩をしなくてはならない血が流れていた。

・長女は喧嘩が嫌いだ。（記者がメモする）
・長女は独立心が強い。（必ず記事に書くようにと「彼女」が頼む）
○バスを持ち上げたとき、長女はその男がバスの下敷きになっている想像をした。長女は長いことその男に片思いしていた。

・（カメラマンに）ひょっとして長男ですか？（⇒末っ子だと答える）

・長女はどんなに忙しくても最高級の塩辛を手に入れてくる。（記事には書かれなかった）
・わが家の決まりは、塩辛は長女、鉢植えの水やりは次女、蛍光灯の交換は三女が担当し、口数が少ない四女は１日に10回以上口をきくことが宿題だ。

④三女のこと
・三女は蛍光灯、ヒューズ、ボイラーのフィルター掃除の担当だ。

・（カメラマンに）三女を紹介してあげようか？（⇒彼女がいると答える）
○三女が母の胸に抱かれて涙を流したのはそのためだ。愛へ、だなんて。それから三女は愛というものを信じないように努力した。もちろん思い通りにはいかなかったが。

・三女のおかげで貴重な黒ヤギの滋養剤を服用できた。（記者がメモする）
⑤次女のこと、長女と次女を産んだときのこと（出生の秘密）
・次女は気が弱く、情にもろい。次女が水をやると花が生き返る。

그녀는 자신을 닮지 않은 아이를 낳게 될까 봐 두려웠다. 그녀와 남편은 자신들과 전혀 닮지 않은 첫째를 보면서 종종 이런 이야기를 했다. “지 할아버지를 닮은 것 같아.” “아냐, 코가 오뚝한 걸 보니 외할머니를 빼다 박았어.” 
・次女は自分の母親似だ。
○彼女は一度も母に会ったことがないが、驚くことにそれは当たっていた。顎のホクロまで同じだった。

（記者は「感受性が人一倍強い次女」とメモする）
・次女は可愛い子を産むだろう。自分が産んだ娘たちより可愛い子を。母が見たら喜ぶだろう。

（記者は全てを理解したように頷き、手帳には落書きをし、文章の後ろに「？」をつける）

⑥四女のこと

・（記者に）きょうだいは何人ですか？（⇒兄がいると答えるのをためらう）

・娘たちを育てていて楽しいことも多かったが、無我夢中で生きるうちに忘れてしまった。
・１人で食べたい人のために冷蔵庫の後ろにも席があり、その席を好む人は意外に多い。
・夫の死と「물수제비뜨기 대회」について。（記事に書かれた）
○2058年に家が崩壊したとき、居間にはまだ四女の賞状が飾ってあった。レスキュー犬が倒れた建物から四女の死体を見つけた。
⑦Ｋ村での出来事、四女を産んだときのこと（出生の秘密）
 “막내는 누굴 닮았는지 모르겠네. 아마도 우리 아버지를 닮지 않았나 싶어요.”그녀는 막내를 보면서 과묵하지만 속정이 깊은 아버지를 상상했다. 그들 부부가 네 명의 아이들을 낳은 이유는 한 번도 본 적이 없는 부모님들 때문이었다. 남편은 첫째에게서는 자신의 아버지를, 셋째에게서는 자신의 어머니를 떠올렸다. 그녀의 어머니는 둘째를 닮아 마음이 착했으며 그녀의 아버지는 막내를 닮아 듬직했다. 
・母はスンデを売っていた。代々料理の腕がいい。

・K村に行くことになったいきさつ、スンデ屋の老婆のこと、トラック運転手とのこと
“혹시 임신했나? 딸이겠는걸”그녀는 고개를 저었다. “전 딸이 셋이나 돼요. 둘째가 할머니랑 똑같이 생겼네요.”
어디 가고 싶은 데가 있으면 다 데려다 줄게오. 하고 남자가 말했다. 그때 그녀의 뱃속에서 누군가가 안 돼! 하고 소리쳤다.
（記事にしないよう「彼女」が念を押す）

・（カメラのレンズを避けながら）その老婆が本当の母親かどうかは重要なことではない。
・K村へはそれから一度だけ行ったが老婆は亡くなっていた。

・女手ひとつで４人もの子どもを育てる女は泣いたらだめだ。

・その老婆が「彼女」の母で、有名な料理人だった（と記事に書くように「彼女」が頼む）
⑧まな板の来歴
○Ｋ村の老婆の父が娘の結婚祝いに、３代続く職人に作らせたまな板は、老婆の死後、店を継いだ女を経て、老婆の姉（13号の店主）に渡った。
⑨家族の絆
・（記者に）早く結婚しなさい。

・子どもを育てる方法など誰もわからない。

・わが家にタダは存在しない。

・綱引き瞑想法のおかげで娘たちはみな性格がよい。

・「彼女」は家族でリレーをする様子を想像する。

・（記者に）あなたもやってみなさい、誰にバトンを渡したい？（記者が手帳を閉じる）

（カメラマンが店の入り口に立つ「彼女」の姿を３枚写す）

・それにしてもなぜ取材されるのかいまだにわからない。
・（カメラマンに）もし彼女からバトンを渡されたらすぐ受け取りなさい。
◇作品の形式

　一つの段落が長く、行間を空けることによって次の段落と区切っている。所々に挿入されている（　）の中の情報は登場人物には未知の情報か？だとすると「彼女」も記者もまな板はただ13号の店主から譲られたものであるにすぎないことになる。

◇윤성희の文法
内容上　①등장인물이 가난하다　②철없이 군다　③황당한 일도 저지른다
形式上　①문장이 자잘하다　②이야기가 두서없다　③한 단락 안에서 이야기가 엉킨다
④이야기가 자가증식한다
(미당・황순원 문학상 최종 후보작 지상중계⑦、『中央日報』2007.8.17)
◇作家のことば
　저는 이야기의 곁가지가 많은 소설이 좋아요. 여러 결로 이루어진 패스트리빵처럼 겹이 많은 소설이요. 인물이 이야기를 이끄는 게 아니라 이야기가 이야기를 이끄는 소설이 좋아요. 이야기는 계속된다, 뭐 이런 거겠죠.　　　　　　　　　          (同上)
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